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（4）委任状の書きかた（課税証明書の場合）

委　任　状
　○○年○○月○○日　　

（5）税金の証明書の郵送請求
申請者本人が以下のものを送付してください。委任状があっても代理申請は受け付けていません。
①申請書
②1通あたり300円の定額小為替
③返送先を記入し、切手を貼った返信用封筒
④本人確認資料のコピー（運転免許証、健康保険証など）
　※マイナンバーカード（個人番号カード）の場合は、裏面のコピーは不要です。
　　なお、通知カードは本人確認資料として使用はできません。
　　　　
　　①の申請書は区のホームページからダウンロードできますが、便箋などに以下の項目を
　記載していただいたものでもかまいません。

●　証明書が必要な方の氏名・フリガナ
　1月2日以降に氏名の変更があった場合は証明書が必要な年度の同年の１月1日現在の氏名を
　併記し、氏名にフリガナをふってください。〔注〕
●　生年月日　●　証明書が必要な年度の同年1月1日現在の世田谷区の住所〔注〕
●　現在の住所　●　連絡先の電話番号
●　必要な証明書の年度、種類、通数　（例：○○年度課税証明書 1通）
●　使用目的、提出先
　〔注〕令和 6 年度分の証明書が必要な場合は、令和6年1月1日時点の氏名、 住所をご記入く
　ださい。証明書に記載される所得は、証明年度の前年の内容になります。令和6年度の証明書に
　は令和5年1月1日～12月31日の所得が記載されます。
　軽自動車税（種別割）納税証明書および軽自動車税（種別割）納税証明書（継続検査用）は、次の
　事項も記載してください。
●　車両の標識番号　●　車両の定置場の住所

申請者　現住所　世田谷区世田谷4－21－27
　　　　証明する年度の1月1日の住所
　　　　世田谷区世田谷４－〇〇－×
　　　　氏名　世田谷　たろう
生年月日　○○年○○月○○日
　
私は、下記の者を代理人と定め、
○○年度住民税課税証明書○通の交付申請、
および受領の権限を委任します。

証明書の使用目的　児童手当申請のため○○市役所に提出

代理人　　　　住所　世田谷区世田谷4－21－27
　　　　　　　氏名　世田谷はなこ
　　　　　　　生年月日　○○年○○月○○日

※使用目的が以下の場合は
　手数料が無料となります。　
・公的年金の受給手続　
・児童手当　
・児童扶養手当　
・特別児童扶養手当　
・入院時食事療養費　
・職業安定所所長依頼　 
（別途文書が必要です）　
・妊産婦・乳児保健指導票申請　
・軽自動車税（種別割）の
　納税証明書のうち、　　
　継続検査用

世田谷区長あて

送付先　　〒154-8504
　　　　　世田谷区世田谷4-21-27
　　　　　世田谷区役所納税課収納・税証明係郵送担当

　　章　7 不服申立

主な処分に対する審査請求期間

取消訴訟の提起について

　特別区民税の賦課決定（税額の決定）や滞納処分（差押）について不服のある方は、区長に対して、
文書により審査請求をすることができます。
　手続きは、「審査請求書」を作成して、提出することになります。

　処分の取消しの訴えは、世田谷区を被告として、審査請求に対する裁決の送達を受けた日の翌日から
起算して6か月以内に提起する必要があります。
　次の①～③に該当する場合は、審査請求に対する裁決を経ないで、処分の取消しの訴えを提起できま

　①審査請求があった日から3か月を経過しても裁決がないとき
処分やその執行または手続の続行により生ずる著しい損害を避けるため緊急の必要があるとき

　③その他裁決を経ないことに正当な理由があるとき
内容の詳細は、納税通知書などの各文書に印刷または同封してありますので、ご確認ください。

納税通知書を受け取った日の翌日から起算して3か月以内賦課決定

督　　促

不動産等の

督促状を受け取った日の翌日から起算して3か月以内、または差押にかかる決定の通知を受け
取った日の翌日から起算して3か月を経過した日のいずれか早い日

申　立　期　間

差押のあったことを知った日の翌日から起算して３か月以内、またはその公売期日等のいずれか早い日
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